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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 9,743 -2.14 -0.04 4,023 -0.71 0.09

東 部 地 区 14,402 1.15 0.06 5,671 1.68 0.15

西 部 地 区 10,821 -0.23 -0.09 4,027 0.59 0.09

駅 南 地 区 6,400 0.00 -0.04 2,688 1.43 0.22

半 田 地 区 3,624 1.79 -0.08 1,358 3.66 -0.14

横 山 地 区 5,676 0.79 -0.01 1,857 1.14 -0.05

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,947 1.04 0.18 2,321 1.84 0.25

荒 浜 地 区 5,134 -1.59 -0.03 2,003 -1.08 -0.04

そ の 他 地 区 21,177 -1.10 -0.06 7,192 0.22 0.09

西 山 町 地 区 6,326 -2.40 -0.20 2,137 -0.69 0.14

高 柳 町 地 区 1,974 -2.37 -0.40 839 -1.06 -0.23

柏 崎 市 計 92,224 -0.45 -0.03 34,116 0.61 0.09

刈 羽 村 4,948 -0.48 -0.08 1,548 0.78 -0.06

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,492 -1.18 0.00 2,156 -0.04 -0.18

出 雲 崎 町 5,262 -0.86 -0.15 1,817 -0.54 -0.21

合        計 108,926 -0.51 -0.04 39,637 0.53 0.06

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 604 -49.83 -3.04

月 間 有 効 求 職 者 1,858 73.15 -2.46

月 間 有 効 求 人 倍 率 0.33 0.32 -0.79* -0.39* 0.00* 0.00*

*印は差し引き計算

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常
用）では、月間有効求人数が６０４人と前年同月比で６００人、４９．８３％の大幅な減少、前月比で
も１９人、３．０４％と減少している。
　一方、月間有効求職者数は１，８５８人と前年同月比で７８５人、７３.１５％の大幅な増加となっ
たが、前月比では４７人、２.４６％の減少となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は０．３３倍と前年同月比で０．７９ポイント下回り、前月とは同数
となっている。なお、県平均０．３２倍に対しては０．０１ポイント上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）については、月間新規求人数が２６７人と前年同月
比で１７２人、３９．１８％の大幅な減少となったが、月間新規求職者数は３３６人と前年同月比で４
４人、１５．０７％と増加した結果、月間新規求人倍率は０．７９倍となり、前年同月の１．５０倍に
対しては０．７１ポイントの大幅な悪化となっている。

柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で減少しており、柏崎市で４１
７人、０．４５％、刈羽村で２４人、０．４８％、小国地区（長岡市）で７８人、１．１８％、出雲崎
町で４６人、０．８６％とそれぞれ減少し、全体では５６５人、０．５１％の減少となった。
　また、前月比においても、柏崎市で３４人、０．０３％、刈羽村で４人、０．０８％、出雲崎町で８
人、０．１５％と減少した結果、全体では４６人、０．０４％の減少となっている。
　一方、世帯数は、前年同月比では小国地区で１世帯、０．０４％、出雲崎町で１０世帯、０．５４％
と減少したものの、柏崎市で２０８世帯、０．６１％、刈羽村で１２世帯、０．７８％、と増加したこ
とから、全体では２０９世帯、０．５３％の増加となった。
　また、前月比でも、刈羽村で１世帯、０．０６％、小国地区で４世帯、０．１８％、出雲崎町で４世
帯、０．２１％と減少したが、柏崎市で３３世帯、０．０９％、と増加した結果、全体では２４世帯、
０．０６％の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各市町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 44 -51 -17 105 -124

共 同 住 宅 3 3 3 3 3

事 務 所 2 2 1 3 0

作 業 所 ・ 工 場 0 -1 -1 1 -4

営 業 建 物 3 -3 -1 7 -2

公 共 建 物 0 -1 0 0 -1

そ の 他 16 -6 7 25 -5

合       計 68 -57 -8 144 -133

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 65,238 -0.92 0.06 18,283 -1.11 -20.31

電 力 11,319 -2.79 0.11 32,543 -22.52 -6.27

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,322,041 -1.19 -20.08 716,081 1.36 3.68

営 業 用 188,427 -1.03 -23.18 117,563 -7.49 3.51

工 場 用 456,710 -18.02 -8.75 117,574 -2.62 -12.97

官 公 学 校 用 236,124 15.68 -39.88 75,916 -1.44 5.07

そ の 他 39 -82.74 -65.17

合       計 2,203,302 -3.76 -21.11 1,027,173 -0.41 1.53

平成21年5月の年度累計

　建築確認申請の状況は、当月の申請合計が６８件と前年同月比で５７件の大幅な減少、前月比でも８
件の減少となった。工種別における主な増減は、一般住宅（併用）が前年同月比で５１件と大幅に減
少、前月比でも１７件の減少となっている。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が３８件、増築が２０件、改築が１０件となっている。また、一
般住宅（併用）４４件における市内・市外施工業者別の確認申請の状況については、市内施工業者が３
２件（うち新築１０件、増築１４件、改築８件）、市外施工業者が１２件（うち新築９件、増築３件）
となった。

　柏崎地域でのガス供給量は、用途合計では前年同月比で８６，２９２㎥、３．７６％の減少、前月比
でも５８９，５８９㎥、２１．１１％と大幅に減少している。用途別内訳を見ると、前年同月比では官
公学校用を除くすべての用途で減少しており、前月比ではすべての用途で大幅に減少している。
　一方、水道給水量においては、前年同月比で４，３３０㎥、０．４１％の減少となったものの、前月
比では１５，５３８㎥、１．５３％の増加となった。用途別内訳を見ると、前年同月比では家庭用を除
くすべての用途で減少したが、前月比では工場用、その他を除くすべての用途で増加している。

【単位 ：　件】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市建築住宅課）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で６１２口、０．９２％の減少となったものの、前月比では４２口、
０．０６％と増加している。一方、電力も前年同月比で３２６口、２．７９％の減少となったが、前月
比では１３口、０．１１％の増加となっている。
　使用量は、電灯が前年同月比で２０７千kwh、１．１１％の減少、前月比では４，６６２千kwh、２
０．３１％と大幅に減少している。一方、電力においても前年同月比で９，４６３千kwh、２２．５
２％の大幅な減少、前月比でも２，１７９千kwh、６．２７％と減少している。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

当　月　の　申　請



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 88,579 1.58 7.47 93,864 2.87 9.05

西 山 48,808 -14.62 11.95 44,372 -16.55 13.84

米 山 25,241 -7.34 12.50 23,522 -6.48 12.37

合 計 162,628 -5.23 9.54 161,758 -4.60 10.81

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 364,012 2.00 1.27 145,993 3.43 0.55

平 残 359,743 2.44 0.16 145,020 3.72 -3.76

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 28,387 465.47 -17.73

交 換 金 額 17,628 344.64 -32.71

不 渡 り 手 形 枚 数 5 400.00 -50.00

不 渡 り 手 形 金 額 3 515.60 -63.52

入　     口 出　     口

　柏崎手形交換所は平成２１年３月３１日に廃止となり、新たに平成２１年４月１日から長岡手形交換
所に統合されたため、平成２１年４月分から長岡手形交換所による計数となっています。なお、前年同
月比については平成２２年３月分までは柏崎手形交換所との比較になります。
　長岡手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で２３，３６７枚、４６５．４７％の
増加、前月比では６，１２０枚、１７．７３％の減少となった。また、交換金額は前年同月比で１３，
６６３百万円、３４４．６４％の増加、前月比では８，５７２百万円、３２．７１％の減少となってい
る。なお、不渡手形は５枚、３百万円発生している。
　法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産９件（前年同月７件、前月７件）、負債総
額１８億円（同７億円、同２５億円）、１件当たりの負債額２億円（同１億円、同３億円）となってい
る。地区別では下越地区で５件（新潟市２件、胎内市１件、阿賀野市１件、佐渡市１件）、中越地区で
２件（三条市２件）、上越地区で２件（上越市１件、糸魚川市１件）発生している。業種別は建設業２
件、製造業４件、販売業３件となり、倒産原因については、発生した９件すべてが販売不振となってい
る。
　当月の企業倒産は９件、負債総額で１８億円と前年同月比では件数で２件の増加、負債総額でも１１
億円の増加となっている。なお、負債総額１０億円以上の大型倒産は発生していない。
　県内経済は、在庫調整の進展から一部の製造業の生産活動は下げ止まりの兆しも見られるが、中小の
製造業の倒産が高水準で発生しているなど、全体的に厳しい環境にあることが窺える。また、雇用情勢
も悪化していることで消費関連の倒産増加も予想されることから、今後も中小企業の倒産件数は高水準
での推移が続くものと思われる。

（資料出所 ： 長岡手形交換所）

（資料出所 ： 柏崎市産業振興部観光交流課）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で８，９７６台、
５．２３％の減少となったものの、前月比では１４，１７７台、９．５４％と増加している。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で７，８１３台、４．６０％の減少、前月比では１５，
７８２台、１０．８１％の増加となっている。
　インター別で見ると、前年同月比では西山・米山インターの入口・出口で減少しているが、前月比で
はすべてのインターの入口・出口で増加している。

  預金は、末残が前年同月比で７，１７１百万円、２．００％の増加、前月比でも４，５７５百万円、
１．２７％の増加となった。また、平残が前年同月比で８，５７３百万円、２．４４％の増加、前月比
でも６０９百万円、０．１６％と増加している。
　一方、貸出金においては、末残が前年同月比で４，８４９百万円、３．４３％の増加、前月比でも８
１０百万円、０．５５％と増加している。また、平残が前年同月比で５，２１３百万円、３．７２％の
増加となったものの、前月比では５，６６６百万円、３．７６％の減少となった。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

【単位 ：　台、％】


